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八田幸恵・渡邉久暢 (2023). 高等学校 観点別評価
入門 学事出版

高校国語科の共同授業研究を行ってきた渡邉久
暢との共著

本書を執筆した理由
学習評価や教育評価に関する書籍はたくさんあ
るが、観点別評価を正面から論じた書籍はない
現場は観点別評価に困っている





それではご覧ください



観点別評価を飼い慣らし、
教科学習の可能性を追求する

⼋⽥幸恵（⼤阪教育⼤学）
shatta@cc.osaka-kyoiku.ac.jp
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⾃⼰紹介
【経歴】
• 1999年3⽉ ⼤阪府⽴茨⽊⾼等学校卒業
⼤阪府⽴⾼校の国語科教諭を⽬指す

• 1999年4⽉ 京都⼤学教育学部⼊学
「教育学の先⽣のおっしゃることは⼀般論としてはわか
りますが、国語科で考えるとわかりません」
• 2008年3⽉ 京都⼤学⼤学院博⼠後期課程学修退学
• 2008年4⽉ 福井⼤学教育地域科学部講師
• 2013年4⽉ ⼤阪教育⼤学准教授

【専⾨領域】
教育課程論、教育⽅法学、国語科教育

【研究テーマ】
教師が主体となるカリキュラムづくりの過程における評
価の役割
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書籍の紹介
• ⾼校国語科の共同授業研究を⾏ってき
た渡邉久暢との共著

• 本書を執筆した理由
• 学習評価や教育評価に関する書籍はた
くさんあるが、観点別評価を正⾯から
論じた書籍はない

• 現場は観点別評価に困っている

3



書籍の紹介
• 本書を執筆するスタンス「間に⽴つ」

• 理論と実践の「間に⽴つ」
• 研究者の正しい理論を上から押しつけるのでは
なく、

• 各⾼校現場で先⽣⽅が何に困っているのか⾃覚
し、噛み合った議論をし、どうすべきかを⾃⼰
決定できるようにする

• ⼀般教育学と教科教育の「間に⽴つ」
• 通教科的な提案を各教科に下ろして実施しよう
とするのではなく、

• たとえば国語科において飼い慣らすとすればこ
うなるという姿を⾒せる

• 教科指導の専⾨家である⾼校の先⽣⽅をおおい
に励まし、教科でこそ⼈間形成をしようと呼び
かける
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観点別評価とは
•根本的動機は、指導にいかすために学⼒を分析するこ
とにある

•分析的評価
•学⼒を分析する⽅法＝観点の⽴て⽅は⾊々ある

•追求すべきはより良い分析的評価である
•現⾏の三観点による観点別評価がそうとは限らない
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知識・技能

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む
態度

資質・能⼒の要素（⽬標の柱）
情意（関⼼・意
欲・態度・⼈格特
性）

スキル知識能⼒・学習活動
の階層レベル
（カリキュラム
の構造）

社会的スキル認知的スキル

達成による⾃⼰効
⼒感

学び合い、知
識の共同構築

記憶と再⽣、機
械的実⾏と⾃動
化

事実的知識、技
能
（個別的スキ
ル）

知識の獲得と
定着（知って
いる・でき
る）

教
科
等
の
枠
づ
け
の
中
で
の
学
習

内容の価値に即し
た内発的動機、教
科への関⼼・意欲

解釈、関連付け、
構造化、⽐較・
分類、帰納的・
演繹的推論

概念的知識、⽅
略
（複合的プロセ
ス）

知識の意味理
解と洗練（わ
かる）

活動の社会的レリ
バンスに即した内
発的動機、教科
観・教科学習観
（知的性向・態
度）

プロジェクト
ベースの対話
（コミュニ
ケーション）
と協働

知的問題解決、
意思決定、仮説
的推論を含む証
明・実験・調査、
知やモノの創発
（批判的思考や
創造的思考が深
く関わる）

⾒⽅・考え⽅
（原理と⼀般化、
⽅法論）を軸と
した領域固有の
知識の複合体

知識の有意味
な使⽤と創造
（使える）

豊かなテスト

豊
か
な
タ
ス
ク

図4 新しい評価実践の⽅向性（⽯井、2019より筆者抜粋）

• 観点は要素か階
層か？という問
題

• 基本的には階層
と捉えるべき



三観点を飼い慣らす
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評価の観点内容領域
2010年改訂指導要録 5観点2008年改訂中学校学習指導要領 3領域1事項

「話す・聞く能⼒」
「書く能⼒」
「読む能⼒」
「国語への関⼼・意欲・態度」
「⾔語についての知識・理解・技能」

「話すこと・聞くこと」
「書くこと」
「読むこと」
〔伝統的な⾔語⽂化と国語の特質に関する事項〕
（1）「統的な⾔語⽂化に関する事項」「⾔葉の特徴
や決まりに関する事項」「⽂字に関する事項」
（2）書写に関する事項

2019年年改訂指導要録 3観点2017年改訂中学校学習指導要領 2領域

「知識・技能」（構造と内容の把握）
「思考・判断・表現」（精査・解釈、考えの形成）
「主体的に学習に取り組む態度」

〔知識及び技能〕
（1）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項
（2）情報の扱い⽅に関する事項
（3）我が国の⾔語⽂化に関する事項（伝統的な⾔語
⽂化、⾔葉の由来や変化、書写、読書）
〔思考⼒、判断⼒、表現⼒〕
A話すこと・聞くこと
B書くこと
C読むこと

〔知識及び技能〕
〔思考⼒、判断⼒、表現⼒〕

能⼒の要素

「知識・技能」
「思考⼒・判断⼒・表現⼒」

能⼒の階層



三観点を飼い慣らす
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構造と内容の把握

精査・解釈
「情報を精査し構造化する」

「客観的な基準に基づいて判断する」

考えの形成
「主体的に価値付ける」

・新しい情報を、既に持っている知識や経験・感
情に統合し構造化する
・新しい問いや仮説を⽴てるなど、既に持ってい
る考えの構造を転換する

〔知識及び技能〕 〔思考⼒、判断⼒、表現⼒〕

⾔葉の特徴
や使い⽅に
関する事項

（「評価す
る」に必要
となる）
情報の扱い
⽅に関する
事項

知識・技能

思考・判断・
表現

学習指導要領

指導要録
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2017年改訂学習指導要領2008年改訂学習指導要領
「話すこと・聞くこと」「話すこと・聞くこと」

話題の設定/情報の収集/内容の検討/構成の検討/考えの形成/表現/共有
（話すこと）
・話題の設定/情報の収集/構造と内容の把握/精査・解釈/考えの形成/
共有（聞くこと）
・話題の設定/情報の収集/内容の検討/話し合いの進め⽅の検討/考えの
形成/共有（話し合うこと）

話題設定や取材
話すこと
聞くこと
話し合うこと

「書くこと」「書くこと」
題材の設定、情報の収集、内容の検討
構成の検討
考えの形成、記述
推敲
共有

課題設定や取材
構成
記述
交流

「読むこと」「読むこと」
構造と内容の把握（説明的な⽂章）
構造と内容の把握（⽂学的な⽂章）
精査・解釈（説明的な⽂章）
精査・解釈（⽂学的な⽂章）
考えの形成、共有
共有

⾳読
効果的な読み⽅
説明的な⽂章の解釈
⽂学的な⽂章の解釈
⾃分の考えの形成及び交流
⽬的に応じた読書

三観点を飼い慣らす

階層

プロセス
＋
階層

プロセス
＋
階層



三観点を飼い慣らす
• 国語科において「知識・技能」「思考・判断・表現」という観
点を採⽤することは無理がある

• 観点は教科⽬ごとに変わるべきである
• 教科⽬においても領域や単元ごとに適当な観点を⽴てるのがよ
い

• では、現⾏の三観点の利点は？
• 教師に対して、教科の資質・能⼒の全体構造に意識を向けるこ
とを促す

• ⻑期的に教育計画を構想し、その実現状況を評価する機会を意
図的に設けることができる

10



本書の⽴場

①相対評価

絶対評価

②戦前型絶対評価

（認定評価）

③到達度評価

④個⼈内評価

⾃分づくりとしての

個⼈内評価

縦断的個⼈内評価

横断的個⼈内評価

図2 評価の4つの⽴場と本書の⽴場

⼀
般
的
な
定
義

教科指導における⼈間形成と⽬標・評価

・⼦どもが⾃⾝の内⾯を評価
する⾃⼰評価を主たる⼿段と
する
・紆余曲折の学びの歩みを確
かめる⾃分探しや⾃分づくり
・「世界をこのように理解す
ることができた⾃分」をつく
りだし「これから世界をこの
ように追究し、世界をこのよ
うに変えていきたい⾃分」を
つくりだす



表4 主体的に学習に取り組む態度」の捉え⽅と評価のあり⽅（筆者作成。「主体的に学習に取り組む態度Ⅰ」の内
容に関しては鋒⼭、2006を、また「主体的に学習に取り組む態度Ⅱ」の内容に関しては⽯井、2019を参考にした）

評定す
るか

馴染む評価の
⽴場

教科学習の⽬
標になり得る
か

「主体的に学習に取り組む態度」に含まれると捉えられている資質・
能⼒
（情意、社会的スキル、メタ認知が混在）

すべき
でない

縦断的・横断
的個⼈内評価ならない

授業内容に関⼼を持つ。「なるほど⾯⽩いな、もっと知りたい
な」という知的好奇⼼を持つ。
授業に積極的に参加し、クラスメイトと⾃⾝の考えを交流する。
教師や教科書、他の⽣徒の説明をノートに⼯夫して記録できる。
⾃分の間違えたところや思考の過程を記録し、⾒返す習慣がつい
ている。

Ⅰ

しても
よい

⽬標に準拠し
た評価なり得る

社会における当該教科の役割・重要性や当該教科の特性を感じ取
り、現実社会の課題に当該教科らしいアプローチの仕⽅でアプ
ローチする。
課題解決のプロセスを随時調整する。課題に⾃分なりに⼯夫して
個性的に回答する。⾃⾝のものの⾒⽅・考え⽅の変容を把握する。

Ⅱ

すべき
でない

⾃分づくりと
しての個⼈内
評価

なり得る

「⾃分ごととしてこの問題を追求したい。これについて決着をつ
けないと気が済まない」あるいは「是⾮ともこんなふうに暮らし
ていきたい。こんな社会を作りたい」という問題意識を持って、
⾃⾝が追求すべき課題を設定する。
その課題を追求するにあたって必要となる情報や⼈にアクセスし、
⾃⾝の学習環境を組織する。

Ⅲ

12

教科指導における⼈間形成と⽬標・評価



教科指導における⼈間形成と⽬標・評価
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教科指導における⼈間形成と⽬標・評価
• 渡邉久暢実践 2013年⾼校2年⽣「現代⽂」 夏⽬漱⽯「こころ」を教材とした
単元

• ⽣徒Aによるふりかえり（⼋⽥、2015より引⽤）

• 「こころ」を読むという学習活動が、⽣徒Aに「このように読む⾃分」と向きあ
うことを促し、結果的に⽣徒Aは⾃⼰認識を形成していった

14

ここで、⾃分なりの読みについて考えてみた。この読みには、何らかの形で、私の主観が表れて
いる。過去の体験、教育、友⼈関係、恋愛、家族など、私を形成しているすべてのものが、この読
みに関わっているのだ。これを、主観だからといってマイナスに考えるのではなく、⾃分⾃⾝を⾒
つめ直すチャンスだと、プラスに考えることが⼤切である。
私はこの本を通して、⾃分の価値観や、他⼈に対する⾃分の⾒⽅について考えさせられた。私は、

⾃分なりの結論を求めていくにつれて、先⽣を批判するようになった。これは、私の中に、「⾃殺
をした⼈に同情したくない」という気持ちや、「妻にも語らず、きれいなままで死ぬなんてずる
い」「他⼈を死においやることはしてはいけない」という気持ちがあるから、先⽣を批判したくな
るのだと思った。さらに、私の読み進め⽅から、私は初めて会う他⼈を、批判的に⾒ていることが
わかった。それでいて、批判が強い⼈ほど、後から仲良くなり、⼼を開くことができるということ
も分かった。また、論⽂の結論から、私は、他⼈との違いをとても気にする⼈なのだと思った。私
は私なのだと主張しているようにさえ思えた。このことから、私は、本当は⾃⼰を確⽴できていな
いのではないかと思った。
このように、⼩説を読むことは、⾃分⾃⾝を読むことであると思う。そして、そこから、また新

たに⾃⼰を形成していくことこそが、⼩説をよりよく読むことだと、私は思う。



教科指導における⼈間形成と⽬標・評価
• 教科と総合の役割分担論は⼀定理解できる
すべての教科で「⾃分事としての問いの深化」までを求めるべ
きではない
「観点別学習状況の評価」は「⽬標に準拠した評価」という⽴
場で実施すべき
「主体的に学習に取り組む態度」は「思考・判断・表現」と統
合すべき

• しかし、だからといって教科指導において⽣徒個⼈の⾃⼰
認識や問題意識を育てる実践にチャレンジしないのは本末
転倒ではないか？

• そもそも⽣徒⾃⾝が「なぜこれを学ぶのか？」「私にとっ
て何の意味があるのか？」を常に問うている
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本書の⽴場

①相対評価

絶対評価

②戦前型絶対評価

（認定評価）

③到達度評価

④個⼈内評価

⾃分づくりとしての

個⼈内評価

縦断的個⼈内評価

横断的個⼈内評価

図2 評価の4つの⽴場と本書の⽴場

⼀
般
的
な
定
義

教科指導における⼈間形成と⽬標・評価

・⼦どもが⾃⾝の内⾯を評価
する⾃⼰評価を主たる⼿段と
する
・紆余曲折の学びの歩みを確
かめる⾃分探しや⾃分づくり
・「世界をこのように理解す
ることができた⾃分」をつく
りだし「これから世界をこの
ように追究し、世界をこのよ
うに変えていきたい⾃分」を
つくりだす
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